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　鶴岡鶴岡市には、2001年に慶應先端研が、
2007年に住民に開かれた健康づくりの
学びの場、からだ館が開設されています。
　鶴岡みらい健康調査は、将来的に地域域
の健康に役立てることを目指し、慶應先
端研の「メタボローム解析技術」、からだだ
館の「住民参加」、そして「予防医学」
の３つを合わせて始まりました。この10
年で、ようやく研究の足腰が整ったと感感
じてじています。

いる健康知識今今では常識となっている健
など「塩分分は控えめめに」「適度な運動を」な

も、コホートト研究の成果です。
この調査はは、成果が出るまでに長い時
間がが掛かりまます。参加者の皆さんの健康
に役役立つのはは、少し先になるかもしれま
せんん。

、そそれでもななお、鶴岡のみらいのため、
ている子供供や孫のたためにと参加いただいてい

ています。皆ささんに、本本当に感謝しています

生
き
生
き
と
健
康
に
暮
ら
す
こ
と
は
、
市
民
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

「
病
気
に
な
り
に
く
い
生
活
を
す
る
」「
も
し
病
気
に
な
っ
て
も
、
早
く
見
つ
け

て
治
す
」
と
い
う
〝
予
防
医
学
〞
の
観
点
か
ら
、
慶
應
義
塾
大
学
と
鶴
岡
地
区

医
師
会
、
鶴
岡
市
を
中
心
に
、
地
域
の
保
健
・
医
療
機
関
が
連
携
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
の
下
で
「
鶴
岡
み
ら
い
健
康
調
査
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

調
査
開
始
か
ら
10
年
。
現
時
点
で
の
成
果
と
今
後
の
展
望
を
ま
と
め
ま
し
た
。

「
鶴
岡
み
ら
い
健
康
調
査
」と
は

慶
應
義
塾
大
学
と
鶴
岡
地
区
医
師
会
、
鶴

岡
市
が
中
心
と
な
り
、
２
０
１
２
年
に
始
ま

っ
た
、
25
年
計
画
の
長
期
的
な
コ
ホ
ー
ト
調

査
（
※
）
で
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技

術
（
※
）
を
用
い
て
、
参
加
者
の
血
液
や
尿

の
解
析
結
果
と
、
健
康
診
断
や
ア
ン
ケ
ー
ト

の
情
報
を
追
跡
調
査
す
る
こ
と
で
、
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
や
予
防
に
つ
な
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
結
果
は
、
２
０
２
１
年

３
月
時
点
で
30
以
上
の
医
学
論
文
、
70
以
上

の
学
会
発
表
で
公
表
さ
れ
て
お
り
、
医
学
的

に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

武林 亨氏
慶應義塾大学医学部教授。
鶴岡みらい健康調査
プロジェクトリーダー

問
合
せ

本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
1
８
４

特
集

コホート調査（研究）とは？
ある共通点を持つ集団を、長期的・継続的に調査する共 点 集団 期 継続 調
手法のこと。体質や生活習慣などが、どのように病気
の発生と関連するか、明らかにすることができます

メタボローム解析技術とは？
メタボローム＝体の細胞内の化学反応などで作られる体 細胞 化 反 作
「代謝物」代謝物」。これを網羅的に測定できる最先端の技術網羅 測 最先端 技 で
す。この技術で血液や尿を分析することで、代謝物の
動きから生活習慣病などの兆候をいち早く捉え、予防
に有効な検査指標（マーカー）の発見に役立てます
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調
査
の
し
く
み

調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
参
加
者
か
ら
、

健
康
診
断
で
採
取
し
た
血
液
と
尿
を
提
供
し

て
も
ら
い
、
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
参
加
者
の
生
活
習
慣
な
ど
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
結

果
か
ら
、
生
活
習
慣
や
健
康
状
態
の
変
化
を

詳
し
く
分
析
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た
約
１
万
１
、
０
０

０
人
の
デ
ー
タ
を
総
合
的
に
解
析
し
、
生
活

習
慣
と
体
内
の
物
質
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
ま
す
。

長期計画と「認知症予防調査」
鶴岡みらい健康調査は、開始25年後（2037年）までを研究期間とした長期的な取り組みです。
時代の要望や必要性に伴い、2019年に「認知症予防調査」が追加されました。伴い、2019年

認
知
症
予
防
調
査
の
目
的
は

２
０
１
９
年
に
、
認
知
症
の
新
し
い
予
防

方
法
の
開
発
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
認
知
症

予
防
調
査
を
追
加
。
こ
れ
ま
で
の
３
年
間
で
、

８
５
０
人
以
上
の
方
を
対
象
に
ベ
ー
ス
ラ
イ

ン
調
査
（
基
準
値
を
把
握
す
る
た
め
の
初
回

調
査
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
、
２
０
２
４
年
か
ら
追
跡
調
査
が
継

続
さ
れ
る
予
定
で
す
。

飯田 美穂氏
慶應義塾大学医学部専任講師。
認知症予防調査責任者

　認知症予防調査を始める際に告知し認知症予防調査を始める際に告知
たところ、初回説明会に400人近い申たところ、初回説明会に400人近い申
込みがあり、認知症に対する皆さんの
心関心 高の高さを感感じました。
　まだ調査は始まったばかりですが、
20201212年か年からのらの調査調査の結の結果と果と合わ合わせるせる
と、認知機能には「耳や目の健康状態」
や「や 生活生活の中の中でのでの孤立孤立」が」が関連関連してしていい
ることが分かってきました。
　将来的には、認知症になりにくい対
策を皆さんに提案できるよう、研究を策を皆さんに提案できるよう、研究を
進めめていきます。

調査参加者

健康診断で
血液・尿の預かり血液・尿の預かり

生活習慣などの生活習慣など
アンケ―ト調査アンケ―ト調査

集計集計

メタボロームメタボローム
解析解析

鶴岡みらい健康調査
プロジェクトチームが

詳細分析

鶴岡みらい健康調査の
最新情報はホームページへ

2015年 2019年
現在（開始10年後）
2022年

（15年後）
2027年

（20年後）
2032年

ベースライン調査

認知症予防調査
ベースライン

フォローアップ（追跡）調査

●コホート調査にによる新しい予防指標の開発 鶴岡市民、世界の人々の病気の早期発見と予防を目指して

●地域の健康づくり　　　　からだ館を中心に、健康で活力ある場づくりを提供

対策認知症の予防と対 「より早期に、正確に、個別に」を目指して

2012年

約１万1,000人が
調査に参加！

鶴岡みらい健康調査　長期計画
「コホート調査」と「地域の健康づくり」の２つの取り組みを実施しています

（25年後）
2037年

フォローアップ（追跡）調査

プロ
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原田 成氏
慶應義塾大学医学部専任講師。
コホート調査責任者

調査で分かってきていること
鶴岡みらい健康調査では、この10年間の調査研究で明らかになって
きたことがあります。研究成果の一部を紹介します。

「メタボローム解析」手法の信頼性アップム解解析析」」手手法法のの信
今後の新たな健康評価に活用できる多くの代謝物を、康評価にに活活用用でできる
安定・正確に測定できるようになりました。に測定ででききるるように

健康状態の評価に役立つ指標が明らかに評価価にに役役役立立つつ指指標
肝臓の障害や脂質異常症に関わる障害害やや脂脂質質異異常常症症に
メタボロームを特定し、病気の進展のームムをを特特定定しし、病病気
メカニズムの解明につなげていきます。ムのの解解明明ににつつななげげて

代
謝
物
の
変
化
で
生
活
習
慣
病
を
予
測

現
在
、
飲
酒
や
食
生
活
、
運
動
な
ど
の
生

活
習
慣
に
よ
っ
て
、
体
内
の
代
謝
物
が
変
化

す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後

の
調
査
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
が
発
症
し
や

す
く
な
る
代
謝
物
の
変
化
を
特
定
で
き
れ
ば
、

生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
で
、
病
気
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

女
性
特
有
の
病
気
を
予
防
す
る
に
は

妊
娠
合
併
症
の
一
つ
で
あ
る
妊
娠
高
血
圧

症
候
群
（
旧
：
妊
娠
中
毒
症
を
含
む
）
を
経

験
し
た
方
は
、
将
来
的
に
高
血
圧
に
な
り
や

す
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
経
前
後
に
見
ら
れ
る
代
謝
物
の

変
化
が
、
脂
質
異
常
症
や
骨
粗
し
ょ
う
症
の

リ
ス
ク
上
昇
に
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
女
性
特
有
の
病
気
に
対
す
る
効
果

的
な
予
防
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

秋山　「からだ館」は、2007年に
鶴岡タウンキャンパス内の図書館
にオープンしました。当初はがん
の方やそのご家族が情報を得られ、
交流できる場という役割が主でし
たが、活動を続けるにつれ、市民
の皆さんの様々な要望に応え、内
容を充実させてきました。
　人の健健康は、生物学的な要素だ
けでなく、他者との関係性や地域
コミュニティにも大きく左右され
ます。また、健康に暮らすために

は、皆さん一人ひとりが健康にな
る行動を、自ら起こしていくこと
が大切です。
齋藤　「からだ館」は現在、がんに
限らず、様々な健康情報を得られ
る場、分かち合う場として活動し
ています。心の健康のためのセル
フケアなど、参加者が主体的に企
画する勉強会もあります。
　地域の健康づくりのため、鶴岡
みらい健康調査と両輪でお役に立
てればと思っています。

秋山 美紀氏
慶應義塾大学

環境情報学部教授。
慶應先端研「からだ館」
プロジェクトリーダー

齋藤 彩氏
「からだ館」スタッフ。
社会福祉士。情報発信や、
健康に関するイベントの
実施・周知を担当

住民主体の健康づくりを実践　からだ館の取り組み
市民の健康増進を進めるためにには、一人ひとりが健康について意識し、行動することが欠かせません。
調査に先立ちオープンし、今年年で15年目を迎える「からだ館」の取り組みについて聞きました。

これまでの調査で 参加者の体質についてこれまでの調査で、参加者の体質について
調べ終わったところです。今後の研究では、
生活生活習慣習慣だけだけでなでなくく、体質体質も評も評価軸価軸に加に加ええ
るこるこることがとができできるよるようにうになりなりますます。

詳しくは「からだ館」
ホームページへ

ほかにも、こんな成果が得られています果 得

閉経前

閉経後

●女性ホルモンが減少
●代謝物が変化

タボメタボリック
症候群・
動脈硬化・
骨粗しょう症
など

閉
経

リスク増
閉経を境に変化する代謝物の種
類が明らかに。これらの知見を
踏まえ、より病気になりにくい
予防方法を提案していきます。
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みらい健康調査が描く未来

〝
予
防
医
学
〞の
考
え
方

医
学
・
医
療
と
い
う
言
葉
に
「
病
気
を
治

す
」
と
い
う
印
象
を
受
け
る
方
は
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
病
気
に
な
っ
て
か
ら

治
す
の
で
は
な
く
、「
生
き
生
き
と
、
病
気

に
な
り
に
く
い
生
活
を
す
る
」「
も
し
病
気
に

な
っ
て
も
、
早
く
見
つ
け
て
治
す
」
と
い
う

観
点
の
医
学
を
〝
予
防
医
学
〞
と
言
い
ま
す
。

例
え
ば
、
あ
る
物
質
が
病
気
の
発
症
に
関

係
す
る
と
特
定
で
き
た
と
し
ま
す
。
そ
の
物

質
の
働
き
を
体
内
で
抑
え
ら
れ
る
よ
う
な
食

べ
方
、
生
活
習
慣
な
ど
の
情
報
と
ひ
も
付
け

る
こ
と
で
、
病
気
に
か
か
り
に
く
い
体
づ
く

り
が
可
能
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。

こ
の
〝
予
防
医
学
〞
を
実
践
す
る
た
め
に

も
、
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技
術
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
の
世
界
的
な
利
用

鶴
岡
み
ら
い
健
康
調
査
は
、
研
究
で
収
集

し
た
情
報
を
、
個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う

に
し
た
上
で
、
東
北
大
学
な
ど
の
６
研
究
機

関
と
相
互
利
用
す
る
共
同
研
究
の
枠
組
み

「
日
本
ゲ
ノ
ム
コ
ホ
ー
ト
連
携
」
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

南
北
ア
メ
リ
カ
の
47
の
コ
ホ
ー
ト
研
究
で
構

成
さ
れ
た
「
メ
タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス
研
究
コ
ン
ソ

基礎的な研究は、成果が得られるまでに長い時間を必要とします。近い未来、市民みんなが健康で
いられるよう、調査研究の成果を生活に還元するための取り組みが進められています。

ー
シ
ア
ム（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
）」
に
も
加
わ
っ

て
お
り
、
世
界
規
模
の
人
種
・
地
域
的
な
比

較
に
も
本
調
査
結
果
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

将
来
的
な
デ
ー
タ
の
活
用

本
調
査
の
成
果
は
、
国
内
外
で
参
照
さ
れ
、

人
が
健
康
に
暮
ら
す
た
め
の
重
要
な
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
鶴
岡
市
に
暮
ら

す
人
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
近
い
デ
ー
タ
で
あ
り
、
得
ら
れ
た
成
果
は

よ
り
説
得
力
を
持
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

子
や
孫
の
世
代
が
、
よ
り
健
康
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
、
こ
の
成
果

が
役
に
立
て
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
調
査
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

「健康スコア」による自己診断健康ス
生活習慣や体質など、不健康リスクを加点式活習慣 式
（スコア）で表現。定期的な健康診断の結果か断の結
ら、病気のリスクを自己診断できるように。のリスクを自己診断できるように

機械学習・ＡＩによるアドバイス械学習・ＡＩによるアドバイ
自身の健康情報や生活習慣、遺伝的情報を身の健康情報や生活習慣、遺伝
含めて、ＡＩ（人工知能）によって個人に含めて、ＡＩ（人工知能）によって
合わせたアドバイスが可能に。合わせ

自身の健康情報に自分でアクセスの健康情報に自分でアクセ
アンケートや健診の結果から、自身のンケートや健診の結果から、自
健康状態や対策が判断できるように。康状態
自分の健康を自分で管理できる社会へ。へ。

こんな活用も？みらいの健康調査
予防医学を反映した、様々な健康管理。防予防医
下記のような機能が実現する社会も、　
そう遠くはないかもしれません。

市健康課での取り組み
鶴岡みらい健康調査の
結果を受け、市民の健康に
役立つ情報を、ホーム
ページで発信しています

★スマートイート事業
　野菜をたっぷり食べられる
　減塩メニューを公開中です。
　健康増進のために重要な、
　食べ方のポイントも解説！

★実践！健康ワンポイント
　室内でも気軽にできる運動
　を、動画で紹介しています。
　今よりも、１日10分多く
　（プラステン）体を動かし
　ましょう！


